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第４学年 理科学習指導案 
                             授業⽇：平成３１年１⽉２３⽇（⽔） 
                              幸⼿市⽴上⾼野⼩学校 佐久間聡⼦ 
 
（１）学年・テーマ ⼩学校４学年・ものの体積と温度 
 
（２）授業の構想 
①内容・教材 
 学習指導要領では、A 物質・エネルギー（２）「⾦属、⽔、空気と温度」の体積変化について以下の
ように記述されている。 
  
 
 
 
 
 
 本内容は、「粒⼦」についての基本的な概念を柱とした内容のうちの「粒⼦の持つエネルギー」に関
わるものであり、中学校第１分野「（２）ア（ウ）状態変化」の学習につながるものである。 

本単元では、⾦属、⽔及び空気を温めたり、冷やしたりしたときの体積の変化に着⽬し、それらと温
度の変化を関連付けて調べる活動を通して、「⾦属、⽔及び空気は、温めたり冷やしたりすると、それ
らの体積は変わるが、その程度には違いがあること」「空気の温度による体積変化が最も⼤きいこと」
を捉えられるようにする。また、既習の内容や⽣活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想し、表現
する⼒も育成していく。 

教材は、導⼊では空気を⼊れて栓をしたペットボトルを⽤意し、これを⽔槽で温める活動を通して問
題を⾒いだしていくことができるようにする。空気の体積変化については、試験管の⼝に⽯鹸膜を張っ
たものを⽤いる。その後、⽔の体積変化も試験管を⽤いて⾏うことで、空気のときの変化の様⼦と⽐較
することができるようする。⽔の体積変化を⾒る実験では実験結果が分かりにくいことに着⽬させ、細
い管（試験管にガラス管をゴム栓で接続する）を⽤いると⼩さな体積変化が分かりやすくなることに気
づかせる。実験⽅法を⾒直して改善していく経験をさせ、児童の科学的な⾒⽅・考え⽅を広げていく。
ガラス管を⽤いた実験では、⽔の実験後にゼリーを⽬印として⼊れ空気でも⾏い、⽔と空気の体積変化
の違いを実感させる。また、⽔をペットボトルに⼊れて温めたら栓はどうなるか予想させることで、空
気と⽔の体積変化について多⾓的に考えることで理解を深められるようにする。 
 
②学習者の状況 
 児童は１学期に閉じ込めた空気や⽔に⼒を加えたときの体積変化と圧し返す⼒について学習した。そ
の中で、「閉じ込めた空気は圧し縮められるが、⽔は圧しても体積が変わらないこと」、「閉じ込めた空
気を圧すと体積が⼩さくなるが、圧し返す⼒は⼤きくなること」を体感しながら学んだ。また、この学

⾦属、⽔及び空気の性質について、体積や状態の変化、熱の伝わり⽅に着⽬して、それらと温度
変化とを関係付けて調べる活動を通して、次の事項を⾝につけることができるよう指導する。 
ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を⾝に付けること。 
（ア）⾦属、⽔及び空気は、温めたり冷やしたりすると、それらの体積が変わるが、その程度には

違いがあること。 
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習では⾒えない様⼦を図で表すことも経験し、⾃分の考えをイメージ図を⽤いて表現しようとする児童
が増えてきている。 
 様々な現象に好奇⼼を持ち、興味を持って実験に取り組むことができる児童が多いが、根拠のある予
想を考えたり、考えを持って実験に臨んだり、結果を基に考察したりする⼒については個⼈差が⼤き
い。 
 
③指導法 
 科学的な思考を促すために、以下のような⽅法を⾏う。 
 
・「⽐較」しやすい教材・教具の⼯夫 
 ⽔の体積を調べる学習の導⼊でも空気のときと同様にペットボトルに⽔を⼊れ栓をしたものを温めた
らどうなるか予想させる。空気のときの実験結果、空気と⽔の学習内容を想起しながら関連付けて予想
を⽴てられるようにする。 

⿊板に予想⾃信度ボードを貼り、⾃分のネームカードを貼り、⾃分の予想を明確にするとともに、予
想の根拠について話し合う場⾯では、⾃分の考えと他者の考えを⽐較しながら聞くことで、⾃分の考え
を深められるようにしたり、⾒直したりできるようにする。 

実験結果は、実験前、温めたとき、冷やしたときのようすを⼀枚の紙に整理して記録し、⽐較しやす
いようにする。実験をしながら、実験結果と⾃分の予想と⽐較することで、⾃分の考えを構築できるよ
うにする。また、それぞれの班の結果も⿊板に貼り、他の班との結果を⽐較することで実験⽅法や結果
を⾒直したり、妥当性の⾼い結果かどうか判断したりする⼒を育てる。 
  
・対話の場の設定 
 全体で共有したいものは教師が中⼼となった全体交流、実験中はグループ内交流、⾃分の考えを構築
していく場⾯ではペア、ランダム交流、など⽬的に応じて対話の場を設定する。 

問題設定は個⼈で⾒つけた疑問をもとに、全体で話し合い問題を設定していく。予想は、初めに関連
がありそうな根拠となりうる事例を全体で話し合い、共有した後に個⼈で設定する。その後、グルー
プ、ランダムで交流する時間を設け、⾃分の考えをしっかりともてるようにしていく。最終的に、⾃分
の予想を予想⾃信度ボードに記させる。記した予想を基に、全体で交流し、⾃分の予想を⾒直したり深
めたりさせる。 

実験中は気づいたことは、積極的にグループ内で話題にして、より多くのことを発⾒できるよう意識
させる。 

考察場⾯では、本時はグループで話し合いながらまとめるようにする。その後全体で考えを共有し、
個々の考えを構築できるようにする。 
 
④単元における本時のねらい 
 第１次 空気の体積と温度の関係を調べよう（３時間） 
 第２次 ⽔の体積と温度の関係を調べよう （３時間） 
     ・⽔は温めたり冷やしたりすると体積が変化するのだろうか。（1-2） 
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     ・⽔は温めたり冷やしたりすると体積が変化するのだろうか。実験⽅法を⾒直して再実験し
よう。（3 本時） 

 第３次 ⾦属の体積と温度の関係を調べよう（３時間） 
 
（３）学習⽬標 
★⽔を温めたり冷やしたりしたときの体積の変化について、既習内容や⽣活経験を基に根拠のある予想

を発想できる。【思考・表現】 
★⽔の微⼩な体積変化について調べ、的確に記録することができる。【技能】 
★⽔を温めると体積が増え、冷やすと体積が減り、その変化は空気に⽐べて⼩さいことを理解すること

ができる。【知識・理解】 
 
（４）準備物 
 ３００mL ビーカー（各班２つ）、お湯、氷、ビニルテープ、試験管（ガラス管を接続したもの）、 

ゼリー、記録⽤紙、予想⾃信度ボード 
 

（５）授業展開 
時
間 

段階 学習者の〇活動と資質・能⼒ 教師の発問と○指導 ★⽬標達成のための評価 
☆指導改善のための評価
〇留意事項 

10 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
 
 

場づくり 
 
 
 
 
問題 
 
 
 
 
 
予想 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇⽔を⼊れたペットボトルに
栓をつけたものを温めると
どうなるか考える。 

 
 
〇本時の問題を設定する。 
 
今⽇調べることを把握し、問
題意識をもつ 
 
 
〇予想を書く。 
問題に対して、根拠を基に予
想を考える。 
 
 
既習事項を基に、⽔を⼊れた
場合の様⼦を予想し、イメー
ジ図に表す。 

中が空気ではなく、⽔だった
らどうなるでしょう。 
〇児童の考えを、全体での対

話を通して聴き、本時の問
題につなげる。 

今⽇は何を調べますか？ 
 
 
 
 
 
 
⾃分の予想をノートに書きま
しょう。 
〇⾃信度ごとにネームプレー

トを貼らせる。 
〇⼀番多かった予想を基に、

仮説を⽴てる。 
 

〇前時までの学習事項
を想起させながら考
えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇児童の素朴概念を把

握する。 
★⽔を温めたり冷やし

たりしたときの体積
の変化について、既習
内容や⽣活経験を基
に根拠のある予想を

⽔は温めたり冷やしたりすると、体積が変化するのだろうか。 
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10 
 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
20 
 
 
 
 
 
 
５ 

計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験 
 
 
 
 
 
 
 
結果 
 
 
 
 
 
 
 
計画 
 
 
 
 
 
 
ふ り か え
り 

〇実験計画を⽴てる。 
仮説を実証するための⽅法
を、実験器具を基に考える。 
 
 
 
 
 
 
〇実験を⾏い、結果を記録す

る。 
 
 
 
 
 
 
〇実験結果をお互いに⾒合

う。 
 
実験結果の共通点や差異点を
⾒つける。 
 
 
 
〇実験⽅法を⾒直す。 
 
より分かりやすい実験結果を
得られる⽅法を考える。（評
価・改善） 
 
 
〇本時の学習を振り返る。 

⽔の体積は温めると増えて、
冷やすと減ることを確かめる
ためには、この道具を使って
どのように実験すればよいで
すか。 
〇全体で話し合いながら、児

童の発⾔を基に実験計画を
⽴てられるようにする。 

 
グループで協⼒して実験を⾏
いましょう。 
 
〇実験前、温めたとき、冷や

したときの記録をグループ
ごとにシートに書かせ、後
に共有できるようにする。 

 
各班の実験結果を⾒て、共通
すること、気づいたことはあ
りますか？ 
〇変化が⾒にくいことに気づ

かせ、これを結果としてし
まってよいのか問い、考え
させる。 

 
もっと結果をわかりやすくす
るためにはどうしたらよいで
しょう。 
〇近くの⼈と話し合うなど

し、全員でより良い⽅法を
考える。 

〇次時は、もっと結果がわか
りやすい⽅法を考えて実験
をやり直すことを伝える。 

発想できる。【思考・表
現】（ノート、発⾔） 

〇空気との⽐較、温めた
ときと冷やしたとき
の⽐較という視点を
計画を⽴てる段階で
意識させる。 

〇前に集合し、使う道具
を⾒ながら話し合う。 

〇記録の仕⽅なども話
し合うようにする。 

 
〇「⽐較」したり、「関連

付け」たりして気づい
たことは、グループの
中で声に出して伝え
合いながら実験する
とよいことを伝える。 

 
〇⽔と⽐べて、結果のわ

かりにくさに気づか
せる。 

 
 
 
〇理科室にヒントとな

る⽔温計などを提⽰
しておく。 

〇様々な太さのメスシ
リンダーを⽤意して
おき、児童の気づきに
対応できるようにす
る。 

 
 

２ 
 
 
 

問題 
 
 
 

〇前時の内容をふりかえり、
問題を確認する。 

今⽇調べることを把握し、問
題意識をもつ。 

今⽇は何について調べます
か。 
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３ 
 
15 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
計画 
 
実験 
 
 
 
 
 
 
 
結果 
 
 
 
 
 
考察 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
〇実験⽅法を確認する。 
 
〇実験を⾏い、結果を記録す

る。 
 
 
 
 
 
 
〇実験結果をお互いに⾒合

う。 
 
実験結果の共通点や差異点を
⾒つける。 
 
〇考察する。 
実験結果を基に考察し、結論
を導く。 
 
 
 
 
〇本時の問題に対する結論を

まとめる。 
各班の結論が⼀致しているか
を確かめ、結論を⼀般化する。 
 
〇ガラス管にゼリーを通し、

試験管に⼊れた空気を温め
た実験の結果を予想し、演
⽰実験を⾒る。 

空気の場合と⽐べて、⽔は体
積の変化が⼩さいことを知
る。 
 
 

 
 
 
 
グループで協⼒して実験を⾏
いましょう。 
 
〇実験前、温めたとき、冷や

したときの記録をグループ
ごとにシートに書かせ、後
に共有できるようにする。 

 
各班の実験結果を⾒て、共通
すること、気づいたことはあ
りますか？ 
〇⾒いだした実験結果の共通

点が、考察するときの材料
になることを押さえる。 

実験結果をもとに考察して、
結論をまとめましょう。 
〇「（実験結果・根拠）なので

（考え）と考えられる。よっ
て、（問題の答え・結論）」と
いう考察⽂の書き⽅を丁寧
に指導する。 

それぞれのグループの考察⽂
を読み、共通点を探しましょ
う。 
 
空気の体積の変化と⽐べてど
うですか？ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
★⽔の微⼩な体積変化

について調べ、的確に
記録することができ
る。【技能】（ワークシ
ート） 

 
 
 
〇みつけた共通点から

きまりを⾒つけ、この
きまりが問題の答え
ならば結論になるこ
とにふれる。 

 
 
〇個⼈で考察⽂を書い

た後、グループの考え
をまとめるように伝
える。 

 
 
 
 
 
 
〇本時の実験装置を⽤

いて、空気の体積変化
の実験を演⽰し、空気
と⽔の変化の⼤きさ
の違いを実感できる
ようにする。 

★⽔を温めると体積が
増え、冷やすと体積が
減り、その変化は空気
に⽐べて⼩さいこと

⽔は温めたり冷やしたりすると、体積が変化するのだろうか。 

⽔の体積も温めると増えて冷やすと減る。しかし、そ
の変わり⽅は空気にくらべると⼩さい。 
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５ 
 
 
 
 
２ 

 
適⽤ 
 
 
 
 
ふ り か え
り 

 
〇⽔をペットボトルに⼊れた

場合は栓が⾶ばない現象を
⾒て、理由を考える。 

既習内容を基に、現象を説明
する。 
 
〇本時の学習を振り返る。 

 
〇⽔をペットボトルに⼊れて

栓をして温める実験を演⽰
する。 

 
 
 
〇児童の振り返りを基に、次

時の問題を決定する。 

を理解することがで
きる。【知識・理解】（発
⾔、ノート） 

☆⽔と空気の温めたと
きの体積変化の違い
から、現象を説明する
ことができる。【思考・
表現】（発⾔） 

 
（６）評価と指導の計画 

評価基準と指導の⼿⽴て 
A 基準 B 基準 C 基準 指導の⼿⽴て 
⽔を温めたり冷やした
りしたときの体積の変
化について、既習内容や
⽣活経験を基に根拠の
ある予想を発想できる。 

⽔を温めたり冷やした
りしたときの体積の変
化について、予想を発想
できる。 

⽔を温めたり冷やした
りしたときの体積の変
化について、予想を発想
できない。 

根拠となりそうな事例
を具体的に⽰し、それを
ヒントとして考えさせ
る。 

⽔の微⼩な体積変化に
ついて調べ、図や⾔葉を
⽤いて的確に記録する
ことができる。 

⽔の微⼩な体積変化に
ついて調べ、図や⾔葉を
⽤いて記録することが
できる。 

⽔の微⼩な体積変化に
ついて調べ、図や⾔葉を
⽤いて記録することが
できない。 

実験後の器具をみてふ
りかえりながら、グルー
プで記録したものを参
考にして記録させる。 

⽔を温めると体積が増
え、冷やすと体積が減
り、その変化は空気に⽐
べて⼩さいことを理解
することができる。 

⽔を温めると体積が増
え、冷やすと体積が減る
ことを理解することが
できる。 

⽔を温めると体積が増
え、冷やすと体積が減る
ことを理解することが
できない。 

⽔⾯の位置の変化と体
積の関係を確認し、実験
結果から分かることを
確認させる。 

 
（７）板書計画 
 

⽇付 天気 気温 ⽉の形        実験   実験中の視点や注意点を記述             考察 

問題                  実験結果 

予想 

 

                                                   まとめ 

実験⽅法 

各グループの結果を貼る 


